
 

学校運営協議会  議事録 

         

     校名 府立千里青雲高等学校 

     校長名 森口 愛太郎 

         

開催日時 令和 ７年 ６月 12日（木） 15:40 ～ 16:55   

開催場所 府立千里青雲高等学校 １号館２階 校長室 

出席者(委員） 会長 副会長 委員３名 

出席者(学校） 
校長 教頭 事務長 首席２名 教務部長  

進路指導部長 特別活動部長 共生推進教室コーディネーター 

傍聴者   

協議資料 

令和７年度開催日程・委員一覧 令和７年度学校運営協議会実施要項  

令和７年度学校経営計画及び学校評価  令和７年度教育課程 

令和７年度年間行事予定 進路指導部ガイダンス資料 16期生進路先一覧 

特別活動部活動報告 共生推進教室報告  

備考   

 

 

議題等(次第順） 

(１) 校長挨拶 

(２) 委員紹介 

(３) 実施要項の確認 

(４) 会長挨拶 

(５) 学校報告 

ア．学校運営協議会への意見書の提出 

   （令和７年２月９日より令和７年６月 12日まで なし） 

イ．学校経営計画 他 

ウ．教務部      

エ．進路指導部   

オ．特別活動部   

カ．共生推進教室  

(６) 意見交換 

(７) 校長謝辞 

(８) 諸連絡 

 

 

 

 

 

 



協議内容・承認事項等（意見の概要） 

○令和７年度学校経営計画及び学校評価 

めざす学校像・・・基本的に大きく変えない形で設定している。 

総合学科の特色を生かすということにおいて、深い学び、進路実現、共生推進教室設置、地域からの信頼とい

う観点から設定している。 

 

公立高校の在り方が問われており、私立高校の授業料無償化の影響でその授業料を中学校受験へという意

識を持つ保護者も多くなってきた。 

色々な形での魅力発信をしていかなければならない。 

校内でも魅力発信について検討している状況である。 

 

令和 10年度入試選抜について、 

学校特色枠の設定や複数志願（第 2志望）制が行われることになった。その特色枠について検討するようにと

の通知が来ている。それに対応してスクールポリシーの見直しも必要になってくるので、委員の方々にもご意

見を伺うことになる。 

 

 

○教務部 

令和 7年度教育課程、行事予定 

本校の特色ある科目を残すということを大事にしながら、今年度の教育課程も考えていきたい。 

行事予定についても毎年少しずつ改善しながら検討している。 

 

 

○進路指導部 

16期生進路結果 

前年度と大きく変わらない割合。８割が大学進学（指定校推薦が 24％、学校推薦型が 45％、一般入試にも多

数チャレンジした）。 就職は５名（フレンド生が３名、１名はプロサッカー選手になった）。 

関関同立、産近甲龍ともに多数合格し、健闘してくれている。 

国公立大学は２名合格。 

この調子で今年も頑張ってほしい。 

  

 

○特別活動部 

部活動加入率 全体でおよそ 80％ 

特に１年生は加入率 92％と高い数字となっている。（どの学年も昨年度と比較して高い割合） 

今後はこの加入率の維持が課題。 

 

現在のところ陸上競技部が近畿大会出場を決めている。 

 

 

○共生推進教室 

校内体制 フレンド委員会が８名おり、個別の支援計画作成や保護者、中学校との連携を行っている。 

生徒は９名中６名が各部活動に所属している。 

３月卒業の３名は就職した。 

総合学科の行事に加えて、共生推進教室独自の行事（七夕プロジェクト、クリスマス会、フレンド喫茶）を実施 

 

 

 

 

 

 

 



質疑応答・意見交換 

○学校の特色を生かして生徒を募集するのはとても難しい課題だと思う。入学してきてからいいなと思う点はたく

さんあるが、中学生たちに周知する方法は難しい。 

子どもが調べてきたものの、他校も含めて勧められた中で最終的には千里青雲を選択した。たくさんの選択肢

があることで選べていい部分もあれば、逆にネット上の情報も含めて迷いも生じる。 

一保護者として「いい学校」ということは伝えているが。 

 

⇒北摂地区において、総合学科というもののイメージがなかなかわかない中学生、保護者は多い。中学校へ出 

向く際には実際に学校を見に来てほしいと伝えるようにしている。 

大阪市では区ごとに PTA主催の進学説明会があり、そこへ呼んでもらえるようにもしている。 

 

○昨年校長先生が中学校へ学校説明に来て話をしてくれたが、実際に話を聞くことで行ってみようという生徒や

保護者が多かったので、とてもよい PRになったと思う。 

ネットでいろいろと検索はできるが、中学生や保護者に実際に話すということが一番ダイレクトに伝わるんだな

というのは思った。 

 

○昨年の運営協議会でも特色の話が出たが、忙しい中ではあるがこの機会にこれをチャンスにしていきたい。ア

ピールポイントを探してほしい。 

 

○切った木を利用して何ができるか。他校でも切った木を使用してワークショップを行っている。地域には学校の

防災に協力するように要請が来るが、炊き出しと治水の話をしている。 

ボランティアと言えば福祉というだけでなく、防災に関連した話題もボランティアになる。 

 

○ボランティアを行ったり、地域と連携するような機会があれば、公式の SNS等で高校生の姿をコンテンツとして

発信していくことは中学生にはインパクトがあるので、特徴的な授業も含めてアピールしていくといいのではな

いか。 

今年の入試に関しては全国的にも定員割れが起きており、千里青雲についても同じだと思う。学校側の取り組

みは上手くいっていると自信を持ってもらい、これまでの努力は数字にも表れているので、生かしながらがんば

ってほしい。 

特色選抜については、総合理数や総合文科など、傾斜配点をかけて特定の教科が得意な生徒を募集するな

どもいいのではないか。大学でもそういったことを考えながら生徒募集をしている。 

 

○特色について、系列の運用が今もできているだろうか？トレーニングルームは系列に合わせて設置できたもの

であり、目立つ場所にあるので活用できればいいと思う。 

HPなどの体育祭の写真なども生徒たちの盛り上がりが伝わるようなものを選ぶとアピールになっていいと思

う。 

新聞に生徒の投稿が掲載されたこともいいことであるので、その中身が読めればよりよい。 

生徒の活動には宝物がたくさんあるので、そこを探してあげればいいのではないか。 

外国籍の生徒も入学していると聞いており、サポートの面で教員の負担についても心配である。 

⇒その点については教育庁には要望も続けてはいるが、予算の関係もある。 

子どもたちのためにも予算がつくようになってほしい。 

 

 

次回の会議日程 

日時 令和７年１１月  日（  ） 

会場 府立千里青雲高等学校 １号館２階 校長室 

 


